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PRESS RELEASE  2024/8/23 
    

 
 

市⺠公開シンポジウム「北海道⼤学から新しい世界を 
考える −Be ambitious! 未来への提⾔−」の開催 

 
【概要】 

北海道⼤学⼤学院メディア・コミュニケーション研究院、読売新聞北海道⽀社、独⽴⾏政法⼈国際協
⼒機構（以下、JICA）は、北海道⼤学創基 150 周年、読売新聞創刊 150 周年、国際協⼒ 70 周年を記念
して、市⺠公開シンポジウム「北海道⼤学から新しい世界を考える −Be ambitious! 未来への提⾔−」
を開催します。 
 
【趣旨】 

ウクライナや中東の紛争、⺠主主義と権威主義の対⽴、地政学リスク、少⼦⾼齢化、地球温暖化など、
解決すべき世界的課題が重くのしかかる世界、アジア、⽇本。北⼤が「次の 150 年」に向けてテーマと
する「Sustainability（持続可能性）」、「Innovation（創新）」、「Diversity（多様性）」を基に、基調講演で
「新しい世界」に我々がどう向き合うかを発信し、「未来を⽀える⼈づくり」についてもディスカッショ
ンします。 

 
【⽇  程】 2024 年 10 ⽉ 5 ⽇（⼟）14 時 00 分〜17 時 00 分（受付：13 時 30 分から） 
【場  所】 北海道⼤学学術交流会館講堂（札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬）  

JR 札幌駅、地下鉄南北線さっぽろ駅より徒歩 7 分 
オンライン同時配信 

【共  催】 北海道⼤学、読売新聞北海道⽀社、JICA 
【対  象】 ⼀般市⺠、学⽣ 
【募集⼈数】 会場 250 名、オンライン 200 名まで（いずれも先着順） 
【参 加 費】 無料 
【⾔  語】 ⽇本語 
【プログラム】 総合司会：城⼭英⺒（北海道⼤学⼤学院メディア・コミュニケーション研究院教授） 

14 時 00 分 開会挨拶 
寳⾦清博（北海道⼤学総⻑）  
「世界やアジアの中での北⼤の役割」 

14 時 15 分〜15 時 35 分 基調講演 
①ジュリア・ロングボトム（駐⽇英国⼤使） 
「地球規模課題にどう⽴ち向かうか」（30 分） 
②垂 秀夫（前駐中国⼤使/⽴命館⼤学教授） 
「習近平中国をどう理解すべきか」（30 分） 
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③⽥中明彦（JICA 理事⻑） 
「世界の中での⽇本」（20 分） 

15 時 35 分〜15 時 45 分 休憩 
15 時 45 分〜16 時 35 分 パネルディスカッション 

コーディネーター：⼩坂佳⼦（読売新聞東京本社イノベーション本部幹事） 
寳⾦総⻑、ロングボトム⼤使、垂前駐中国⼤使、⽥中理事⻑を交え、基調講演も踏ま
え、世界的課題の解決に向け、未来を⽀える⼈材をどう育んでいくかを提⾔する。 

16 時 35 分〜16 時 55 分 質疑応答 
16 時 55 分〜17 時 00 分 閉会の辞 

村尾新⼀（読売新聞北海道⽀社 ⽀社⻑） 
 

【申込⽅法】 下記のフォームより 10 ⽉ 3 ⽇（⽊）までにお申し込みください。 
URL：https://forms.gle/6F91fYsvMeqNLxrV6 

 
お問い合わせ先（平⽇午前 10 時〜午後 5 時） 

北海道⼤学メディア・観光学事務部総務担当 ⼭内好⼦（やまうちよしこ） 
ＴＥＬ 011-706-5129  ＦＡＸ 011-706-7801  メール soumu@imc.hokudai.ac.jp 

読売新聞北海道⽀社総務部事業担当 
ＴＥＬ 011-242-5630  ＦＡＸ 011- 242-3153  メール d-jigyou＠yomiuri.com 

独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構（JICA）北海道センター 佐々⽊美穂（ささきみほ） 
ＴＥＬ 011-866-8396  ＦＡＸ 011- 866-8382  メール hkictad＠jica.go.jp 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp 
  



2024年 月 日(土)
14:00～17:00

14:00 開会挨拶
14:15 基調講演
15:45 パネルディスカッション

北海道大学学術交流会館講堂
（札幌市北区北8条西5丁目）
オンライン同時配信

■共催 北海道大学／読売新聞北海道支社／独立行政法人国際協力機構(JICA)
■お問い合せ先 北海道大学メディア・観光学事務部

E-mail：soumu@imc.hokudai.ac.jp TEL：011-706-5129

北海道大学創基150周年、読売新聞創刊150周年、国際協力70周年を記念した三者

連携企画です。

ウクライナや中東の紛争、民主主義と権威主義の対立、地政学リスク、少子高齢化、

地球温暖化など、解決すべき世界的課題が重くのしかかる世界、アジア、日本。 北

大が「次の150年」に向けてテーマとする「Sustainability（持続可能性）」、「Innovation

（創新）」、「Diversity（多様性）」を基に、基調講演で「新しい世界」にわれわれがどう

向き合うかを発信し、「未来を支える人づくり」についてもディスカッションします。

お申込みはこちら

入場
無料

https:/ / forms. gl e/ 6F91fYsvMeqNLxrV6



総合司会

北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院教授 城山英巳

ジュリア・ロングボトム
駐日英国大使

基調講演

地球規模課題にどう立ち向かうか
略歴はこちら

寳 金 清 博
第20代北海道大学総長

開会挨拶

世界やアジアの中での北大の役割
略歴はこちら

田 中 明 彦
独立行政法人国際協力機構(JICA)理事長

基調講演

世界の中での日本
略歴はこちら

垂 秀 夫
前駐中国特命全権大使
立命館大学教授

基調講演
習近平中国をどう理解すべきか

略歴はこちら

登壇者紹介

パネルディスカッションコーディネーター

小 坂 佳 子
読売新聞東京本社
イノベーション本部幹事

略歴はこちら

北海道大学は2026年に
創基150周年を迎えます。
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